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オ
ク
シ
ズ
の
環
境
保
全
と
地
域
振
興

　

近
年
、
オ
ク
シ
ズ
の
森
林
に
お
い
て
景
観
や
山
地
災
害
を
無

視
し
た
開
発
が
行
わ
れ
、
自
然
環
境
が
破
壊
さ
れ
て
い
る
。
オ

ク
シ
ズ
の
森
林
開
発
に
つ
い
て
、
過
去
に
提
案
し
た
森
林
文
化

都
市
構
想
も
踏
ま
え
、
市
長
は
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　

一
度
破
壊
さ
れ
た
自
然
は
元
に
戻
ら
な
い
こ
と
か
ら
、

自
然
環
境
を
脅
か
す
乱
開
発
や
、
産
業
廃
棄
物
の
不
法
投
棄
な

ど
の
行
為
を
排
除
し
て
い
く
よ
う
最
善
を
尽
く
し
、
か
け
が
え

の
な
い
地
域
資
源
で
あ
る
オ
ク
シ
ズ
の
森
林
を
持
続
さ
せ
る
た

め
に
官
民
連
携
の
輪
を
広
げ
て
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

ま
た
、
新
し
い
生
活
様
式
の
中
で
オ
ク
シ
ズ
地
域
を
重
要
視

す
る
立
場
か
ら
、
３
次
総
で
掲
げ
て
い
る
５
大
構
想
に
加
え
、

次
の
総
合
計
画
で
は
新
た
に
森
の
恵
み
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
る
た
め
、
森
林
文
化
都
市
構
想
に
つ
い
て
深
く
研
究

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問
者

　尾
崎

　行
雄
（
自
民
党
）

健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

　

静
岡
市
健
康
長
寿
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
中
間
見
直
し
の
状

況
と
市
長
の
受
け
止
め
は
。
ま
た
、
今
後
新
た
に
重
点
的
に
取

り
組
む
事
業
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　
　
　
　

中
間
見
直
し
で
は
２
０
０
以
上
の
全
て
の
事
業
実
績

を
評
価
し
、
概
ね
順
調
な
進
捗
状
況
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。

　

令
和
２
年
10

月
に
認
知
症
ケ
ア
推
進
セ
ン
タ
ー
「
か
け
こ
ま

ち
七
間
町
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
Ｓ
型
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や

生
涯
活
躍
の
ま
ち
づ
く
り
な
ど
の
取
組
も
含
め
、
健
康
長
寿
の

ま
ち
の
推
進
が
着
実
に
進
ん
で
い
る
と
受
け
止
め
て
い
る
。

　

今
後
は
、
「
共
生
」
と
「
予
防
」
を
基
本
と
す
る
認
知
症
施
策

と
し
て
、
①
相
談
支
援
体
制
の
強
化
、
②
認
知
症
の
方
ご
本
人

が
参
加
す
る
活
動
の
支
援
な
ど
認
知
症
の
方
の
声
を
取
り
入
れ

た
活
動
、
③
若
年
性
認
知
症
支
援
施
策
の
強
化
、
の
３
点
を
中

心
に
総
合
的
に
推
進
す
る
。

質
問
者

　長
島

　強
（
公
明
党
）

答 

弁

答 

弁

桜
ヶ
丘
病
院
の
移
転
候
補
地
と
清
水
庁
舎
整
備
等
事
業

　

清
水
駅
東
口
公
園
を
桜
ヶ
丘
病
院
の
移
転
候
補
地
の
一
つ
と

し
て
提
示
し
た
市
長
の
決
意
と
覚
悟
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

　

ま
た
、
仮
に
移
転
先
と
し
て
選
択
さ
れ
た
場
合
、
清
水
庁
舎

整
備
等
事
業
の
新
た
な
計
画
に
対
し
、
改
め
て
市
民
意
見
の
聴

取
と
合
意
形
成
が
必
要
に
な
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

　
　
　
　

救
急
患
者
搬
送
を
静
岡
地
域
に
頼
る
事
態
が
慢
性
化

し
、
医
師
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
る
清
水
地
域
に
お
い
て
、
桜

ヶ
丘
病
院
の
早
期
移
転
は
、
地
域
医
療
体
制
の
拡
充
に
つ
な
が

る
こ
と
か
ら
、
優
先
す
べ
き
責
務
で
あ
る
と
考
え
、
市
政
を
前

に
進
め
る
覚
悟
で
決
断
し
た
。

　

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
時
代
の
新
庁
舎
の
在
り
方
に
お
け
る
調
査
、

研
究
に
よ
り
得
ら
れ
た
知
見
な
ど
を
計
画
に
反
映
す
る
際
の
合

意
形
成
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
市
民
の
意
見

聴
取
な
ど
を
行
っ
て
い
く
。 質

問
者

　風
間

　重
樹
（
創
生
静
岡
）

南
ア
ル
プ
ス
南
部
地
域
の
連
携

　

南
ア
ル
プ
ス
南
部
を
つ
な
ぐ
林
道
井
川
雨
畑
線
の
位
置
づ
け

と
南
ア
ル
プ
ス
南
部
地
域
活
性
化
推
進
協
議
会
の
活
用
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

　
　
　
　

林
道
井
川
雨
畑
線
は
、
井
川
地
区
と
山
梨
県
早
川
町

を
結
ぶ
路
線
で
あ
り
、
人
や
物
が
交
流
す
る
こ
と
で
地
域
振
興

の
一
役
を
担
う
林
道
で
あ
る
と
考
え
る
。
現
在
、
被
災
箇
所
の

復
旧
に
長
い
期
間
を
要
し
て
い
る
た
め
、
国
に
対
し
、
引
き
続

き
治
山
工
事
の
推
進
に
つ
い
て
要
望
を
続
け
て
い
く
。

　

南
ア
ル
プ
ス
南
部
地
域
活
性
化
推
進
協
議
会
は
、
平
成
27

年

度
に
川
根
本
町
、
山
梨
県
早
川
町
と
本
市
が
連
携
し
、
地
域
の

活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
設
立
さ
れ
た
。
林
道
井
川
雨
畑

線
の
復
旧
を
当
面
の
目
標
と
し
て
、
林
道
の
状
況
に
つ
い
て
、

引
き
続
き
１
市
２
町
で
情
報
共
有
を
図
っ
て
い
く
。

質
問
者

　安
竹

　信
男
（
創
生
静
岡
）

共
立
蒲
原
総
合
病
院
の
必
要
性
と
重
要
性

　

令
和
元
年
９
月
に
厚
生
労
働
省
が
公
表
し
た
、
再
編
統
合
の

必
要
性
に
つ
い
て
議
論
が
必
要
な
病
院
に
含
ま
れ
る
共
立
蒲
原

総
合
病
院
は
地
域
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
病
院
と
考
え
る
が
、

市
の
考
え
は
ど
う
か
。

　
　
　
　

共
立
蒲
原
総
合
病
院
は
、
急
性
期
か
ら
回
復
期
、
慢

性
期
ま
で
の
機
能
を
有
す
る
病
院
で
あ
り
、
由
比
・
蒲
原
地
区

の
住
民
の
身
近
な
医
療
機
関
と
し
て
、
多
く
の
地
域
住
民
が
利

用
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
地
域
の
救
急
医
療
を
担
う
ほ
か
、
災
害
医
療
で
は
本

市
、
富
士
市
、
富
士
宮
市
か
ら
救
護
病
院
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

本
市
は
、
同
病
院
の
必
要
性
及
び
重
要
性
は
極
め
て
高
い
と

考
え
て
お
り
、
引
き
続
き
、
富
士
市
、
富
士
宮
市
と
連
携
し
、

地
域
の
基
幹
病
院
と
し
て
医
療
を
提
供
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
く
。

質
問
者

　内
田

　隆
典
（
共
産
党
）

高
齢
難
聴
者
へ
の
補
聴
器
購
入
補
助
の
必
要
性

　

加
齢
性
難
聴
は
、
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
づ

ら
く
す
る
こ
と
か
ら
、
認
知
症
の
危
険
因
子
で
あ
る
と
指
摘
さ

れ
て
お
り
、
本
市
議
会
は
令
和
元
年
に
難
聴
者
の
補
聴
器
購
入

の
公
的
支
援
を
求
め
る
意
見
書
を
国
に
提
出
し
た
。

　

高
齢
難
聴
者
の
認
知
症
を
予
防
し
、
社
会
参
加
を
促
す
た
め

に
は
、
早
期
か
ら
の
補
聴
器
使
用
が
有
効
で
あ
り
、
ま
た
高
齢

者
が
働
く
う
え
で
も
難
聴
対
策
は
重
要
で
あ
る
が
、
補
聴
器
は

高
価
な
た
め
購
入
で
き
な
い
高
齢
者
が
多
く
い
る
と
考
え
る
。

市
と
し
て
購
入
補
助
を
行
う
考
え
は
あ
る
か
。

　
　
　
　

現
在
国
は
聴
覚
障
が
い
の
補
正
に
よ
る
認
知
機
能
低

下
の
予
防
効
果
を
検
証
し
て
い
る
。
２
年
９
月
に
は
大
都
市
会

議
か
ら
国
に
要
望
書
を
提
出
し
て
お
り
、
補
聴
器
の
医
学
的
有

効
性
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
全
国
一
律
の
補
助
制
度
を
創
設
す

る
よ
う
求
め
て
い
る
。
今
後
も
国
の
動
向
等
を
注
視
し
て
い
く
。

質
問
者

　杉
本

　護
（
共
産
党
）

市
営
住
宅
の
入
居
承
継
と
入
居
に
係
る
連
帯
保
証
人
の
確
保

　

市
営
住
宅
の
入
居
承
継
を
認
め
る
範
囲
は
。
ま
た
、
入
居
時

の
条
件
と
な
る
連
帯
保
証
人
の
確
保
が
困
難
な
方
に
対
し
、
市

は
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
か
。

　
　
　
　

本
市
で
は
原
則
と
し
て
、
入
居
名
義
人
の
配
偶
者
ま

た
は
同
居
年
数
１
年
以
上
の
３
親
等
以
内
の
親
族
に
市
営
住
宅

の
入
居
承
継
を
認
め
て
い
る
。

　

連
帯
保
証
人
に
つ
い
て
は
、
平
成
30

年
４
月
か
ら
住
所
要
件

を
市
内
在
住
か
ら
国
内
在
住
と
し
、
遠
方
の
親
族
な
ど
が
連
帯

保
証
人
に
な
る
こ
と
を
可
能
と
し
た
。
ま
た
、
令
和
２
年
４
月

の
民
法
改
正
で
、
連
帯
保
証
人
が
責
任
を
負
う
家
賃
等
の
限
度

額
の
設
定
が
義
務
付
け
ら
れ
、
経
済
的
な
不
安
も
減
少
す
る
と

考
え
る
。
高
齢
化
の
進
行
に
伴
い
、
連
帯
保
証
人
の
確
保
が
難

し
い
方
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
、
家
賃
債
務
保
証
会
社
等

の
活
用
も
早
期
に
実
現
で
き
る
よ
う
、
検
討
を
進
め
て
い
る
。

質
問
者

　大
石

　直
樹
（
公
明
党
）

　南海トラフ巨大地震等の大規模災害時に、中等症や

重症患者の受入れ、重症患者の災害拠点病院への搬送

等を行う病院。救護病院は、公的病院等のうち、手術

室が設置されているなど、主に中等症患者に対する迅

速な対応が可能である病院について、市と病院管理者

との協議の上、指定する。

救護病院

語 句 説 明

　本市葵区小河内と山梨県早川町を結ぶ全長44キロ

メートルの林道。本市はそのうち16キロメートルを

所管している。平成23年９月の台風15号の影響によ

り本市区間で17箇所が被災した。15箇所については

復旧工事が完了したが、大規模に山腹が崩壊した２箇

所の復旧が課題となっている。

林道井川雨畑線

語 句 説 明

　東京都及び政令指定都市の高齢者福祉・高齢者医療

主管課長による会議

大都市会議

語 句 説 明

　入居名義人が死亡し、又は退去する場合に、同居家

族が市長の承認を得て利用の権利を承継すること。

入居承継

　入居者が保証料を支払うことで、家賃等滞納時に

保証会社が一定の範囲内で家賃等を立て替える保証

サービスを提供する会社。

家賃債務保証会社

語 句 説 明

　森林が健全に保たれ、市民が森林と触れ合うことで

山や木に対する愛着や誇りを持つこと。それにより、

山に住む人、まちに住む人双方が支えあうような好循

環な都市を目指す考え。

森林文化都市構想

語 句 説 明

　市民が健康で人生を楽しむことができ、住み慣れた

「自宅でずっと」暮らすことができるまちの実現を目

標とした平成30年度から令和４年度までの計画。

静岡市健康長寿のまちづくり計画

　令和２年10月に七間町にオープンした認知症の方や

家族への総合的な支援を行う中心拠点。

認知症ケア推進センター「かけこまち七間町」

語 句 説 明
学
校
臨
時
休
業
に
よ
る
影
響
と
対
応

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
よ
る
臨
時
休
業
で
影
響

を
受
け
た
授
業
日
数
、
学
校
行
事
、
部
活
動
や
授
業
の
遅
れ
へ

の
対
応
は
。
ま
た
、
今
後
の
学
校
と
家
庭
に
お
け
る
対
応
は
。

　
　
　
　

26

日
間
の
休
業
措
置
で
減
っ
た
授
業
時
数
は
、
１
日

の
時
数
の
変
更
や
夏
休
み
の
短
縮
な
ど
に
よ
り
確
保
に
努
め
、

運
動
会
な
ど
の
学
校
行
事
は
、
延
期
や
代
替
、
内
容
の
削
減
な

ど
柔
軟
に
形
を
変
え
、
実
施
に
努
め
て
い
る
。
部
活
動
は
、
感

染
対
策
プ
ラ
ン
を
作
成
し
、
段
階
的
に
活
動
を
再
開
し
た
。
授

業
の
遅
れ
に
対
し
て
は
、
学
習
す
べ
き
全
て
の
内
容
を
履
修
で

き
る
よ
う
一
部
の
授
業
の
や
り
方
を
見
直
し
、
ま
た
希
望
に
応

じ
て
補
充
学
習
を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
安
全
確
保
を
図
り
つ
つ
授
業
を
継
続
し
た
上
で
、

学
校
の
授
業
と
家
庭
で
の
調
べ
学
習
を
相
互
に
活
用
す
る
等
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
家
庭
と
連
携
し
学
習
指
導
を
進
め
て
い
く
。

質
問
者

　寺
尾

　昭
（
共
産
党
）

オクシズの風景

かけこまち七間町

答 

弁

答 
弁

答 

弁

答 

弁

答 

弁

答 
弁

総括質問は４面に続きます。


